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防犯カメラ作動中！

　犯罪や事故を予防するため、町内の要所10カ所に防犯カメラを設置しました。今後も、主要な交差点、
住宅地や小中学校付近の必要箇所に設置していきます。

　周りが暗いときでも撮影ができるカメラです。なお、撮影された画像は「警察及び消防から
捜査又は調査のため情報提供を求められたとき」等を除き、外部に提供することはありません。
　犯罪や事故の予防のため「防犯カメラ作動中」の看板を電柱に取り付けています。

設置した防犯カメラ

設置場所

給部西側（バイパス側）交差点八ツ木の丘団地入口交差点三日市交差点

食肉センター南交差点三日市台交差点

祖陽が丘団地入口和泉ニュータウン入口

祖母井南一丁目交差点舟戸交差点 西水沼交差点北
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　日本では毎年1.1万人の女性が子宮頸がんにかかり、
約2,900人の女性が亡くなっています。また、若い年齢
層で発症する割合が比較的高く、20歳代から増え始め、
30歳代までに治療で子宮を失ってしまう（妊娠できな
くなってしまう）人も１年間に約1,000人います。
　子宮頸がんで苦しまないために、今からできることは
「HPVワクチン接種」です。
　接種を希望する人は、子育て世代包括支援センター係
にお問い合わせください。

　子宮頸がんはHPV（ヒトパピローマウイ
ルス）の感染が原因と考えられています。感
染は、主に性的接触によるもので、女性の多
くが一生に一度は感染するといわれています。
　子宮頸がんの原因となるHPVに感染しな
いようにすることが、子宮頸がんを予防する
手段の一つです。

　決められた間隔をあけて、同じワクチンを２回または３回接種します。

問子育て支援課子育て世代包括支援センター係 ☎028（677）6040

小学6年生から26歳の女性の皆さん! 

ワクチン接種で
子宮頸がんを予防しましょう

け い

　HPVワクチン接種の機会を逃してしまった人も定期接種対象者と同様に公費で接種を受けることができます。
※令和５年４月１日～令和７年３月31日に接種した場合のみ。
※今までに接種を受けたことのある人は、３回接種のうち残りの回数分を公費で受けられます。
※令和４年４月以前に任意で２価または４価の接種を受けた人は、個別にご相談ください。

〈定期接種対象〉
小学６年生～高校１年生相当の女子（平成19年４月２日～平成24年４月１日生まれ）

〈キャッチアップ対象〉
平成９年４月２日～平成19年４月１日生まれの女子（ワクチンの接種が完了していない人）

定期接種対象に加えて

〈ワクチンの接種回数と標準的なスケジュール〉

──── 子宮頸がんの原因は? ────

２価ワクチン（サーバリックス®）

４価ワクチン（ガーダシル®）

１カ月以上あける 1回目から6カ月以上あける 1回目から6カ月以上あける

２カ月以上あける ２カ月以上あける1回目から6カ月以上あける

９価ワクチン（シルガード®9）※15歳未満で接種開始の場合

1回目から6カ月以上あける

９価ワクチン（シルガード®9）※15歳以上で接種開始の場合
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